
                     

                    

                 

 

  

             

政
府
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定

に
よ
り
、
農
林
水
産
物

の
生
産
額
が
１
３
０
０

億
円
か
ら
２
１
０
０
億

円
減
少
す
る
と
の
試
算

結
果
を
公
表
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
前
回
の
試

算
よ
り
大
幅
に
小
さ

く
な
って
い
ま
す
。 

２
月
４
日
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
オ
ー
ク
ラ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
署
名
式
に
お
い

て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
が
署
名
さ
れ
ま
し
た
。 

昨
年
10
月
５
日
に
米
国
ア
ト
ラ
ン
タ
で
開

催
さ
れ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
閣
僚
会
合
に
お
い
て
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
協
定
が
大
筋
合
意
に
至
っ
た
こ
と
を
受
け

て
、
政
府
は
１１
月
に
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連

政
策
大
綱
を
作
成
し
、
攻
め
の
農
林
水
産
業

を
実
現
す
る
た
め
、
「
担
い
手
支
援
を
通
じ
た

体
質
強
化
対
策
」
に
力
を
入
れ
る
と
明
記
し

ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
り
農
林
水
産
省
は
２
０
１
５
年

度
補
正
予
算
に
お
い
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
対
策
費

に
約
３
０
０
０
億
円
を
盛
り
込
み
、
「
生
産
現

場
の
不
安
や
懸
念
を
払
拭
（
ふ
っし
ょ
く
）
し
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
契
機
に
農
山
漁
村
が
元
気
に
な
っ

た
と
振
り
返
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
む
」
と
強

調
し
ま
し
た
。 
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農
業
委
員
会
で
は
平
成
２１
年
の
農
地
法

の
改
正
に
伴
い
「
標
準
小
作
料
」
が
廃
止

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
毎
年
過
去
１
年
間
の

賃
借
料
を
平
均
し
た
「
賃
借
料
情
報
」
を

提
供
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
こ
の
「
賃
借
料
情
報
」
は
平

成
２１
年
の
１
１
０
０
０
円
か
ら
変
わ
っ
て

お
ら
ず
、
米
価
の
下
落
等
近
年
の
情
勢
を

反
映
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
が
あ

り
ま
す
。 

そ
こ
で
、
遠
賀
町
農
業
委
員
会
で
は
、

現
状
の
経
営
状
況
や
客
観
的
な
農
業
情
勢

な
ど
を
踏
ま
え
て
、
一
定
の
基
準
と
な
る

よ
う
「
賃
借
料
情
報
」
と
は
別
に
「
参
考

賃
借
料
」
を
独
自
に
設
定
し
ま
し
た
。 

 

試
算
に
よ
る
と
、
米
の

生
産
額
は
減
少
せ
ず
、

小
麦
は
６２

億
円
減
少

す
る
と
な
っ
て
い
ま
す
。

生
産
量
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策

に
よ
っ
て
全
て
の
品
目
で

現
状
が
維
持
さ
れ
る
と 

見
込
ん
で
い
ま
す
。
関
税
削
減
で
国
産
価
格

も
下
が
る
と
見
込
み
な
が
ら
、
農
家
所
得
や

生
産
量
は
確
保
さ
れ
る
と
し
て
お
り
、
対
策

効
果
を
非
常
に
高
く
見
積
も
って
い
ま
す
。
Ｔ

Ｐ
Ｐ
打
撃
を
小
さ
く
見
積
も
っ
て
い
な
い
か
、

慎
重
に
見
極
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
福
岡
県
は
県
内
の
生
産
額
へ
の
影
響

を
試
算
し
た
結
果
を
公
表
し
、
約
１２
億
円

か
ら
２０
億
円
減
少
す
る
と
し
ま
し
た
。
試
算

で
は
国
と
同
様
、
米
の
生
産
額
は
減
少
し
な
い

と
し
、
小
麦
は
３．７
億
円
生
産
額
が
減
少
す
る

と
試
算
し
て
い
ま
す
。 

福
岡
県
農
業
会
議
中
間
遠
賀
地
区
会
で

は
、
２
月
１０
日
に
農
林
水
産
省
九
州
農
政

局
福
岡
農
政
支
局
長
を
講
師
に
迎
え
、
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
の
交
渉
結
果
概
要
と
生
産
額
へ
の
影
響
」

に に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ

き
、
質
疑
応
答
で
は
「
試
算

が
甘
く
な
い
か
？
」
「
積
極

的
な
情
報
開
示
を
求
め

る
」
な
ど
様
々
な
意
見
や

生
産
現
場
へ
の
要
望
が
出

ま
し
た
。 

農
業
委
員
会
等
に

関
す
る
法
律
の
改
正

を
含
む
「
農
業
協
同

組
合
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
等
の
法

律
」
が
９
月
４
日
に

公
布
さ
れ
、
農
業
委

員
の
選
任
方
法
が
公

選
制
か
ら
町
長
に
よ 

る
任
命
制
へ
移
行
し
、
主
に
総
会
で
の
審

議
を
担
う
農
業
委
員
の
定
数
上
限
が
２０
名

か
ら
１４
名
と
な
り
ま
す
。（
現
在
の
遠
賀
町

の
委
員
数
は
１２
名
）
農
業
委
員
は
、
原
則

と
し
て
認
定
農
業
者
が
過
半
数
を
占
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
法
改
正
に
よ
り
新
設
さ
れ
る
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
自
ら
の
担

当
す
る
区
域
で
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の

集
積
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止･

解
消
等

主
に
地
域
で
の
現
場
活
動
を
行
い
ま
す
。 

推
進
委
員
は
農
地
１００
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
１

人
の
割
合
と
な
る
た
め
、
遠
賀
町
で
は
７

人
の
推
進
委
員
が
上
限
に
な
る
と
想
定
さ

れ
ま
す
。 

農
業
委
員
と
推
進
委
員
は
相
互
に
連
携

し
、
農
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

現
在
の
農
業
委
員
の
任
期
が
平
成
２９
年

６
月
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
平
成
２８
年
度

が
準
備
期
間
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
４
月
に
新
体
制
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
農
業
委
員
会
は
県
内
で
１１
委
員
会
あ

り
、
先
行
し
て
い
る
他
の
農
業
委
員
会
の

状
況
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
新
体
制
へ
の

準
備
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 



                     

                    

                 

 

  

             

《
編
集
後
記
》 

賃
借
料
情
報
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
数
年
農
業
委
員
会
に

お
い
て
、
生
産
現
場
の
実
情
を
反
映
し
て
い
な
い
た
め
、

ど
の
よ
う
に
公
表
す
べ
き
か
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
た
め
、
１
月
か
ら
３
月
の
農
業
委
員
会
に
お
い
て

こ
の
賃
借
料
情
報
に
つ
い
て
集
中
的
に
議
論
を
行
い
、
今

回
の
「
参
考
賃
借
料
」
の
公
表
に
至
り
ま
し
た
。 

所
有
者
と
の
賃
借
料
の
協
議
で
は
「
参
考
賃
借
料
」
も

活
用
し
て
協
議
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

〃
安
部
喜
美
雄
委
員
〄〃
加
藤
陽
一
郎
委
員
〄 

農
業
相
談
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
！ 

就
農
、
離
農
、
農
地
の
貸
し
借
り
や
農
地

転
用
の
手
続
き
、
あ
っ
せ
ん
な
ど
農
業
委

員
が
ご
相
談
に
お
応
え
し
ま
す
。
ご
相
談

の
あ
る
方
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

大
型
特
殊
免
許
は
、
ト

ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
業

機
械
を
公
道
で
運
転
す

る
た
め
に
必
要
な
免
許

で
す
。
免
許
を
取
得
せ
ず

に
公
道
を
ト
ラ
ク
タ
ー

で
走
行
し
た
場
合
は
、
無 

 

免
許
運
転
と
し
て
取
り
締
ま
り
を
受
け

た
り
、
事
敀
が
起
き
た
場
合
に
不
利
に
な

っ
た
り
し
ま
す
。
農
業
機
械
の
み
を
運
転

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
大
型
特
殊
免
許
の
農

耕
車
の
限
定
免
許
が
必
要
で
す
。 

県
で
は
農
業
機
械
研
修
を
実
施
し
て

い
ま
す
。（
応
募
が
定
員
を
超
え
た
場
合
、

認
定
農
業
者
等
が
優
先
さ
れ
抽
選
） 

詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
る
か
、
役
場
に
相
談
く
だ
さ
い
。 

研
修
日
数
：
５
日
間 

募
集
期
間
：
４
月
末
か
ら
６
月
上
旬 

研
修
場
所
：
県
農
業
大
学
校
（
筑
紫
野
市
） 

試
験
場
所
：
筑
豊
自
動
車
運
転
免
許
試
験 

場
（
飯
塚
市
） 

費
用
：
約
５
＊
０
０
０
円 

～
農
業
委
員
活
動
紹
介
～ 

 

１１
月
１８
日
に
福
岡

県
農
業
会
議
北
九
州

支
部
研
修
会
が
北
九

州
ハ
イ
ツ
に
お
い
て

行
わ
れ
、
九
州
農
政
局

か
ら
講
師
を
招
い
て

「
法
改
正
に
伴
う
農 

成
果
を
上
げ
る
こ
と

が
重
要
に
な
る
こ
と

か
ら
、
「
い
か
に
現
場

で
運
動
的
に
取
り
組

む
か
」
が
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
と
話
さ
れ
ま
し

た
。 

業
委
員
会
の
役
割
と
農
地
集
積
の
取
り
組

み
」
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
、
法

改
正
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
農
業
委
員
会

の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
ま
し

た
。 

 
１
月
２１
日
に
福
岡
県
農
業
委
員
研
修
会

が
福
岡
国
際
会
議
場
に
お
い
て
行
わ
れ
、

全
国
農
業
会
議
所
の
伊
藤
嘉
朗
氏
を
講
師

と
し
て
招
き
、「
農
業
委
員
会
法
等
改
正
に

伴
う
農
地
集
積
等
の
取
り
組
み
」
に
つ
い

て
講
演
し
て
い
た
だ
き
、
法
改
正
の
背
景

や
国
会
で
の
議
論
の
経
過
を
説
明
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
農
業
委
員
会
は
農
地
を
守
り
、

農
地
の
農
業
的
な
有
効
利
用
を
促
進
す
る

「
農
地
と
人
を
結
ぶ
」
こ
と
が
基
本
的
な

使
命
で
あ
り
、
今
後
は
農
業
委
員
が
農

業
・
農
村
の
現
場
で
し
っ
か
り
機
能
し
、 

豊
か
な
恵
み
」
で
５０
回
を
記
念
し
て
ク
ロ

ス
Ｆ
Ｍ
の
公
開
収
録
イ
ベ
ン
ト
「
遠
賀
・

中
間
の
お
い
し
さ
再
発
見
！
」
や
福
岡
県

出
身
の
冨
永
裕
輔
さ
ん
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
も

行
わ
れ
、
ホ
ー
ル
内
で
は
遠
賀
・
中
間
地

区
の
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
る
な

ど
、
多
く
の
特
産
品
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
当
日
は
気
温
も
低
く
午
後
か
ら
は

雨
が
降
り
ま
し
た
が
、
例
年
以
上
の
盛
り

上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。 

 

記
念
式
典
で
は
、
優
良
農
産
品
の
表
彰

が
行
わ
れ
、
遠
賀
町
か
ら
は
上
別
府
の
高

孝
士
さ
ん
（
い
ち
じ
く
）
が
優
秀
賞
、
虫

生
津
の
毛
利
智
範
さ
ん
（
春
菊
）
が
優
良

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
特
別
功
労
賞
で
は
、
か
か
し
コ

ン
テ
ス
ト
等
に
よ
り
地
域
住
民
に
地
産
地

消
や
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
た
Ｊ
Ａ
北
九

青
年
部
遠
賀
支
会
と
長
年
に
わ
た
り
放
置

さ
れ
た
遊
休
農
地
を
再
生
し
た
木
守
の
祥

賢
物
産
代
表
安
部
喜
美
雄
さ
ん
が
遠
賀
町

の
農
業
振
興
に
多
大
な
功
績
が
あ
っ
た
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

１
月
１７
日
に
ボ
ー
ト
レ

ー
ス
芦
屋
に
お
い
て
、
第

５０
回
遠
賀
・
中
間
地
区
農

業
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
愛
さ

れ
て
５０
年
遠
賀
・
中
間
の 

経
営
開
始
か
ら
３
年
以
内
で
４５
歳
未

満
の
新
規
就
農
者
に
対
し
、
月
額
３
万
円

を
上
限
と
し
て
家
賃
の
２
分
の
１
を
補

助
す
る
制
度
が
平
成
２８
年
度
か
ら
始
ま

り
ま
す
。（
助
成
期
間
は
３
年
間
） 

こ
の
制
度
は
地
方
創
生
に
伴
う
遠
賀

町
総
合
戦
略
策
定
に
伴
い
、
「
遠
賀
町
の

地
域
資
源
を
生
か
し
、
元
気
な
産
業
を
育

て
、
安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す
る
」
と
い

う
基
本
目
標
に
基
づ
き
、
農
業
分
野
に
お

け
る
就
労
を
促
進
し
、
産
業
と
し
て
農
業

の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
実
施
す
る
も

の
で
す
。 

助
成
要
件
等
詳
し
い
内
容
は
役
場
ま

ち
づ
く
り
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
、
田
植
機

な
ど
は
公
道
を
走
ら
な
く
て
も
、
所
有
し

て
い
る
こ
と
で
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ

れ
ま
す
。
所
有
し
て
い
る
場
合
は
、
役
場

税
務
課
で
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
小
型
特
殊
自

動
車
の
税
額
は
年

額
２
４
０
０
円
で

す
。 


